
第１

議 案 第 １ 号 令和３年度南あわじ市一般会計補正予算（第８号）

議案第１７号 南あわじ市市民センター条例の一部を改正する条例制定について

議案第１８号 南あわじ市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制
定について

議案第１９号 南あわじ市いじめ問題対策連絡協議会等条例の一部を改正する条
例制定について

議案第２０号 南あわじ市働く婦人の家条例の一部を改正する条例制定について

議案第２１号 南あわじ市吹上浜野外教育センター条例の一部を改正する条例制
定について

議案第２２号 南あわじ市スポーツセンター条例の一部を改正する条例制定につ
いて

議案第２３号 南あわじ市公民館条例の一部を改正する条例制定について

議案第２９号 辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画の変更について（吉
野・惣川・黒岩・白崎・来川辺地）

議案第３４号 令和３年度南あわじ市一般会計補正予算（第９号）

議案第３５号 南あわじ市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
制定について

議案第３６号 南あわじ市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例制定について

議案第３７号 南あわじ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

議案第３８号 南あわじ市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条
例の一部を改正する条例制定について

議案第３９号 南あわじ市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について

第２

議 案 第 ２ 号 令和３年度南あわじ市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議 案 第 ３ 号 令和３年度南あわじ市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議 案 第 ４ 号 令和３年度南あわじ市産業廃棄物最終処分事業特別会計補正予算
（第２号）

議案第２４号 南あわじ市衛生センター条例を廃止する条例制定について

議案第２５号 南あわじ市下水放流施設条例制定について

議案第２６号 南あわじ市サンライズ淡路条例の一部を改正する条例制定につい
て

議案第２７号 南あわじ市陸の港西淡条例の一部を改正する条例制定について

議案第２号～議案第４号、議案第２４号～議案第２８号、議案第３０号～議案第３３
号（１２件一括上程）

第１０８回南あわじ市議会定例会議事日程（第７号）

令和４年３月２８日（月）午前１０時開議

議案第１号、議案第１７号～議案第２３号、議案第２９号、議案第３４号～議案第３
９号（１５件一括上程）



議案第２８号 南あわじ市海水浴センター条例の一部を改正する条例制定につい
て

議案第３０号 下水放流施設建設工事請負変更契約の締結について

議案第３１号 浮体式多目的公園老朽化対策工事請負契約の締結について

議案第３２号 字の区域の変更について（國衙地区）

議案第３３号 市道路線の認定について

第３

議 案 第 ５ 号 令和４年度南あわじ市一般会計予算

議 案 第 ６ 号 令和４年度南あわじ市国民健康保険特別会計予算

議 案 第 ７ 号 令和４年度南あわじ市後期高齢者医療特別会計予算

議 案 第 ８ 号 令和４年度南あわじ市介護保険特別会計予算

議 案 第 ９ 号 令和４年度南あわじ市土地開発事業特別会計予算

議案第１０号 令和４年度南あわじ市産業廃棄物最終処分事業特別会計予算

議案第１１号 令和４年度南あわじ市国民宿舎事業特別会計予算

議案第１２号 令和４年度南あわじ市下水道事業会計予算

議案第１３号 令和４年度南あわじ市広田財産区特別会計予算

議案第１４号 令和４年度南あわじ市福良財産区特別会計予算

議案第１５号 令和４年度南あわじ市北阿万財産区特別会計予算

議案第１６号 令和４年度南あわじ市沼島財産区特別会計予算

第４

発 委 第 ２ 号 南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例制定について

発 委 第 ３ 号 市長の専決処分事項に関する条例の一部を改正する条例制定につ
いて

第５

第６

議員派遣の申し出

議会運営委員会、常任委員会の閉会中の継続調査の申し出

議案第５号～議案第１６号（１２件一括上程）

発委第２号、発委第３号（２件一括上程）



南あわじ市議会議そ　谷　 口　 博　ズ　様

令和 ４年 ３ｊ １８日

一

万下京
総務文教常イモ委員会香員長　廣　内　孝

委　員　会　審　ま　報　告　書

記
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本娶員会 にイ才託の本件は、審まの結果、下記の とお り決定したので、 会議縦ｍ第１ ０８
粂の規定によ り報告します。

議案 番号 件　　　　　　　　佑 結　果

議案 第１倚

議案 第１ ７号

售案 第１ ８倚

議案 第１ ９そ

議案 第２ ０倚

議案 第２ １号

議案 第２ ２倚

議案 第２ ３硲

議案 第２ ９そ

令手口３ 年度南あわじ市一般会計補ＴＥ予算 （第 ８倚）

南あわじ市市民センター条例の一部を改ＴＥする条例覧定に
ついて

南あわじ市消防回員等ぬ務睾、害補償条例の一部を改ミする
条ィ夙制定について

南あわじ市い じめ問Ｓが策連絡協議会等条例の一部をａｊＥ
する条例制定について

南あわじ市価 く婦大の家条Ｍの一部をが．Ｅする条鴨覬定に
ついて

南あわじ市吹上浜野夕卜教育センター条例の一部を改ｉＥする
条例制定について

南あわじ市スポーツセンター条例の一部を殱ＴＥする条例制
定について

南あわじ市ぬ民館条例の一部を改ｉＥする条例制定について

之

辺麑に吸、るな懴的施鼈の総合的な整備計画の変ぞについて
（古蒭ヽ惣川 ・黒岩・ 白崎 ・東川ｍｔ）

罌、案可決

万案 可決

蹲、案可決

万案 可決

原案 可決

原案 ‾万決

原案 可決

罌、案可決

原案 可決



議 案 番 号 件 名 結 果

議案第３４号 令和３年度南あわじ市一般会計補正予算（第９号） 原 案 可 決

議案第３５号 南あわじ市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例制定について

原 案 可 決

議案第３６号 南あわじ市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関
する条例の一部を改正する条例制定について

原 案 可 決

議案第３７号 南あわじ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
制定について

原 案 可 決

議案第３８号 南あわじ市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関
する条例の一部を改正する条例制定について

原 案 可 決

議案第３９号 南あわじ市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例制定について

原 案 可 決



南あわじ市議会議長　賂　口　 博　ウこ　様

令和４年 ３１ ２４日

産業厚生常任委員会委員長　北　条　ち　津

委　員　会　審　ま　報　告　書

ごう｜ビ ュコ＝
二

本委員会にせ託の事件は、 審をの結を、 下Ｒのと おり 決定 したので、会議規覧第 １０８
粂の規定によ り報告します。

記

議案 番号 件　　　　　　　　　名 結　果

議案 第２倚

議案 第３号

議案 第４そ

議案 第２ ４号

議案 第２ ５そ

議案 第２ ６号

議案 第２ ７そ

議案 第２ ８号

禁案 第３ ０昜

令皋］３ 年ま南あわじ市ＸＷ胤康保険特Ｓｌｊ会計補ｉＥ予算 （第
２号）

殆和 ３年度南あわじ市介護保険特加会計補ｉＥ予算（第２
号）

令和 ３年度南あわ じ市蒐業廃棄物最終処分事業特別会計補
‾瓦予算 （第 ２そ）

南あわじ市衛生センター条例を廃止する条鴨顫定について

南あわじ市下水放放縦ほ条例朧定について

南あわじ市サンライズ淡路条例の一部を改ＴＥする条叺制定
について

南あわじ市陸の港西淡条例の一部を改ｍする条鴉犒定につ
いて

南あわじ市海水浴センター条例の一部を改‾Ｅする条例鼈定
について

下水放加回心設工事請負変更契約の締結について

原案 丿丁決

罌、案‾覡決

罌、案可決

暃案 可決

罌、案可決

原案 可決

原案 可決

票案 －ｉＴ決

罌、案可決



議 案 番 号 件 名 結 果

議案第３１号 浮体式多目的公園老朽化対策工事請負契約の締結について 原 案 可 決

議案第３２号 字の区域の変更について（國衙地区） 原 案 可 決

議案第３３号 市道路線の認定について 原 案 可 決



南あわじ市議会議長　谷　 口　 博　文　様

令手口４ 年３ ｊ１ ７日
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一

審　を　報　告　書

本委員会にイ才託の事唇は、審をのお果、下Ｅの とお り決定したので、 会議縦ｍ第１ ０８
条の規定によ り報告します。

記

議案 番号 件　　　　　　　　佑 結　果

議案 第５そ

議案 第６そ

議案 第７号

獵案 第８号

羞案 第９そ

議案 第１ ０鴛

議案 第１ １倚

議案 第１ ２篶

議案 第１ ３そ

議案 第１ ４そ

議案 第１ ５そ

議案 第１ ６そ

令掣］４年度南あわじ市一般会計予算

令和 ４年度南あわ じ市日民ィ雉康保険特緊会計予算

殆和 ４年度南あわ じ市後期高齢希を療特ＳＩ」会牡予算

令手口４年度南あわじ市介護保険特加会牡予算

令手口４年度南あわじ市上地開発事業特別会敖予算

令和４年度南あわじ市産業廃棄物最終処分事業特緊会計予
算

令和 ４年度南あわ じ市国民宿舎事業特別会牡予算

令和 ４年度南あわ じ市下水道事業会計予算

令和 ４年度南あわ じ市広ｍ財蓖区特別会計予算

令和 ４年度南あわ じ市福氈財ま区特Ｓｉｊ会計予算

令和 ４年度南あわ じ市北Ｒ万財亙区特別会計予算

令和 ４年度南あわ じ市沼島財ま区特別会計予算

原案 可決

原案 可隹

原案 可決

原案 可決

笥、案可決

原案 ‾ｊＴ決

丿京 案可決

原案 可決

原案 可決

原案 可決

原案 可決

原案 可決



Ｒ委第２号

南あわじ市議会議長　笞　口　 博　ズ　様

令加 ４年 ３１ ２８日

提芭者

議会ミ営委員会委員長　長　船　吉

南あわじ市議会議員の議員報回天び費用弁償等に関する条例

の一部を改ｊＥする条例制定について

二万］Ｔ
千千サ］
ここに．－ヽ ヽ．ｊ

上Ｅの議案を、加紙のとおり地方自治法第１ ０９条第６項八び会議規覧第１ ３条

第２項の規定によ りをｉします。

ヤゴドゴ
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南あわじ市条例第  号 

 

   南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一 

   部を改正する条例 

 

南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（平成 17 年南

あわじ市条例第 32 号）の一部を次のように改正する。 

 第５条第３項の表を次のように改める。 

６箇月 ５箇月以上６箇

月未満 

３箇月以上５箇

月未満 

３箇月未満 

100 分の 215 100 分の 172 100 分の 129 100 分の 64.5 

 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置） 

２ 令和４年６月に支給する期末手当の額は、この条例による改正後の南あわ

じ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例第５条第３項の規定に

かかわらず、当該規定により算定される期末手当の額（以下この項において

「基準額」という。）から、令和３年６月に支給された期末手当の額に 222.5

分の 7.5を乗じて得た額に令和３年 12月に支給された期末手当の額に 222.5

分の 7.5 を乗じて得た額を加えた額（以下この項において「調整額」という。）

を減じた額とする。この場合において、調整額が基準額以上となるときは、

期末手当は、支給しない。 



南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 備 考 

第１条～第４条 略 第１条～第４条 略  

（期末手当） （期末手当）  

第５条 略 第５条 略  

２ 略 ２ 略  

３ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、その者の当該基準日以前６

箇月以内の期間における在職期間に応じ、次の表に掲げる割合を乗

じて得た額とする。 

３ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、その者の当該基準日以前６

箇月以内の期間における在職期間に応じ、次の表に掲げる割合を乗

じて得た額とする。 

 

６箇月 ５箇月以上６

箇月未満 

３箇月以上５

箇月未満 

３箇月未満 

100分の222.5 100分の178 100分の133.5 100分の66.75 
 

６箇月 ５箇月以上６

箇月未満 

３箇月以上５

箇月未満 

３箇月未満 

100分の215 100分の172 100分の129 100分の64.5 
 

 

４ 略 ４ 略  

   

 



 
 

提出の理由 

 

 この条例の一部改正は、人事院勧告に準拠し、期末手当を引き下げる改正をす

る一般職及び特別職と同様に、議員についても期末手当の支給割合を改定するた

め、所要の改正を行うものです。 

 その内容は、６月と１２月に支給される期末手当２．２２５月をどちらも２．

１５月とし、期末手当を年間で０．１５月引き下げるものです。 

なお、附則でこの条例は、公布の日から施行し、令和３年度の引下げに相当す

る額を令和４年６月に支給する期末手当から減額する特例措置を定めております。 



Ｗ娶第３号

南あわじ市議会議長　谷　口　 博　ズ　様

令和４年 ３回 ２８日

提か者

議会ミ営委員会委員長　長　船

市長の専決Ｍ分事項に関する条例の一部を改ｉＥする

条例制定について

口

上簒の議案を、Ｓ Ｉ」紙の とお り地方自 ？台忠第 １０ ９条第６ 羅氈び会議規則第 １３条

第２項の規定によ り提出します。
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南あわじ市条例第  号 

 

   市長の専決処分事項に関する条例の一部を改正する条例 

 

 市長の専決処分事項に関する条例（令和３年南あわじ市条例第 26 号）の一部

を次のとおり改正する。 

 本則を次のように改める。 

地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 180 条第１項の規定により、次の各

号に掲げる事項については、市長において専決処分することができるものとす

る。 

⑴ 道路交通法（昭和 35 年法律第 105 号）第 67 条第２項に規定する交通事

故（以下「交通事故」という。）に係るもので、法律上、市の義務に属する

損害賠償の額（自動車損害賠償保障法（昭和 30 年法律第 97 号）に規定す

る自動車損害賠償責任保険契約及び自動車損害賠償責任共済契約、自動車

損害共済総合業務規程（平成 26 年公益社団法人全国市有物件災害共済会

規程）による共済委託契約並びにその他の自動車保険契約及び自動車損害

共済委託契約に基づき保険会社又は組合から支払いを受けることができ

る保険金又は共済金相当額の範囲内に限る。）の決定及びその和解に関す

ること。 

⑵ 60 万円以下の金銭債権に係る訴え（民事訴訟法（平成８年法律 109 号）

第 368 条の規定による少額訴訟及び同法第 383 条の規定による支払督促の

申立てより履行を請求する場合で、同法第 395 条の規定により督促異議の

申立てによって当該督促異議に係る請求が訴えの提起とみなされたとき

を含む。）の提起、和解及び調停に関すること。 

  

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 



市長の専決処分事項に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 備 考 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定により、法

律上、市の義務に属する損害賠償の額の決定及びその和解に関するこ

とで、道路交通法（昭和35年法律第105号）第67条第２項に規定する交

通事故に係るもの（自動車損害賠償保障法（昭和30年法律第97号）に

規定する自動車損害賠償責任保険契約及び自動車損害賠償責任共済契

約、自動車損害共済総合業務規程（平成26年公益社団法人全国市有物

件災害共済会規程）による共済委託契約並びにその他の自動車保険契

約及び自動車損害共済委託契約に基づき保険会社又は組合から支払い

を受けることができる保険金又は共済金相当額の範囲内に限る。以下

同じ。）については、市長において専決処分することができるものと

する。 

地方自治法（昭和22年法律第67号）第180条第１項の規定により、次

の各号に掲げる事項については、市長において専決処分することがで

きるものとする。 

(1) 道路交通法（昭和35年法律第105号）第67条第２項に規定する

交通事故（以下「交通事故」という。）に係るもので、法律上、市

の義務に属する損害賠償の額（自動車損害賠償保障法（昭和30年法

律第97号）に規定する自動車損害賠償責任保険契約及び自動車損害

賠償責任共済契約、自動車損害共済総合業務規程（平成26年公益社

団法人全国市有物件災害共済会規程）による共済委託契約並びにそ

の他の自動車保険契約及び自動車損害共済委託契約に基づき保険

会社又は組合から支払いを受けることができる保険金又は共済金

相当額の範囲内に限る。）の決定及びその和解に関すること。 

(2) 60万円以下の金銭債権に係る訴え（民事訴訟法（平成８年法律

109号）第368条の規定による少額訴訟及び同法第383条の規定によ

る支払督促の申立てより履行を請求する場合で、同法第395条の規

定により督促異議の申立てによって当該督促異議に係る請求が訴

えの提起とみなされたときを含む。）の提起、和解及び調停に関す

ること。 

 

 

 



 
 

提出の理由 

 

 この条例の一部改正は、市の債権管理の適正かつ迅速な対応を期するため、支

払督促請求が異議の申立てによって訴えの提起とみなされた場合及び少額訴訟等

における 60 万円以下の金銭債権に係る訴えの提起、和解及び調停に関すること

を、市長の専決処分事項に追加指定するものです。 

なお、附則でこの条例は、公布の日から施行すると定めています。 



　次のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６２条の規定により

議員を派遣する。

1 東播・淡路市議会議長会定例会

(1) 定例会

(2)

(3)

(4) 正副議長派遣議員

議 員 派 遣 申 出 書

定 例 会令和4年3月28日

目 的

派遣場所 加西市　いこいの村はりま

期 間 令 和 4 年 4 月 15 日



南あわじ市議会

議長　谷　 口　 博　文　様

令和 ４年 ３１ ２８日

議会ミ営委員会

委員長　長　船　吉

篦会 中の 継続 調ま 申ｍ書

ｒ～⌒～”

‰
てづ二

本委員会は、 所掌事務のう ち次の事件について、 蹣会中の継続調をを要する

もの と決定したので、 会議規則第１ ０９ 条の規定によ り串 しｉます。

１ 事　　件

記

１） 議会運営に関する事項

２） 議会の会議規覧、 委員会に関する条例等に関する事癢

３） 議長の諮問に関する事項

２。期 隕

次回定例会迄



南あわじ市議会

議長　谷　 口　 博　文　様

令和 ４年 ３Ｊ４２ ８日

総務ズ教常任委員会 二千□⊇
回礼

委員長庚 内孝 牡牛

現会 中の 継続 調査 申莖書

万言
ｉｒ ｀ご ’－

二足し≫
＿． ．．　Ｊ

本委員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 Ｍ会中の継続調まを要する

もの と決定したので、 会議規覧第１ ０９ 条の規定によ り申 しｉ ます。

１

記

事　　件

（１ ）市の総合的企画、調整について

（２ ）行財政計画について

（３ ）市有財産のＳ持管ＪＩと 財源の確保について

（４ ）情報化の推まについて

（５ ）離島Ｍ興筒策について

（６ ）国際交流八び友好市日丁の調査について

（７ ）人権施策について

（８ ）？肖防 ・防災対策の推まについて

（９ ）教育の充実、文化・ スポーツ のｌ縦興 と関｛京施鼈の整備について

（１０） 青ゆ年のＷ全育成について

（１ １） Ｓ拳管ＪＩ委員会、・ま委戮、 固定資産評価審査委ｎ会に関すること

２． 期　　限

次回定例会ｔ



南あわじ市議会

議長　笞　ロ　 博　文　様

令皋］４ 年３ １２ ８日

産業厚生常任委員会

委員長　北　条　靈、　津

閉会 中の 継続 調ま 申范書

に「一」 ，－．

百にこ二
レ白二
二回
尚尚
行水
仁谷

ｙＮ己ド回
”＝　 ＝－

モ．－づ，言
＿．Ｊ

本委員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 Ｍ会中の継続調をを要する

もの と決定したので、 会竃規則第１ ０９ 条の規定によ り申 しｍます。

１

記

事　　件

（１ ）税の賦ほ徴収について

（２ ）圭き環境のを備推進について

（３ ）福祉氣策について

（４ ）介護保険と 高齢化社会筒策について

（５ ）医療体制と朧康づく りの推まについて

（６ ）商工業八び観光の振興について

（７ ）農業振興の推進について

（８ ）水産振興の推進について

（９ ）都市を備事業の推竟について

（１ ０） 下水道事業の推まについて

（１ １） 農業委員会に関すること

２。 期　　℡

次回定例会迄



南あわじ市議会

議長　谷　 口　 博　ズ　様

令和 ４年 ３ｊ ２８日

議会ま報ま聴常任委員会

委員長　吉　ｍ　良

閉会 申の 継続 調査 中胝書

記

１ 事　　件

（１ ）議会広報詰に関する事項

（２ ）議会報告会に関する事項

（３ ）議会ホームページに関する事項

（４ ）議会ライブ髱信、録画Ｅ信に関する事項

（５ ）その他議会ぷ報広聴恬動にＭする事項

２。 期　　限

次回定例会迄
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本委員会は、 湊管事務のう ち次の事件について、 Ｍ会中の継続調をを要する

もの と決定したので、 会議規則第１ ０９条の規定によ り申 し出ます。
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